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今回のくろゆり通信は、6月13日に行われた｢大河原砂防現場見学会｣の報告です。
見学したのは大鹿小学校の4年生のみなさんです。

★小渋川砂防ステーション
　ここでは、三六災害の実際の映像と模型による土石流や地すべりのしくみを
見学しました。三六災害のビデオ鑑賞では、ダンプカーより大きな石が流され
る場面もあり、「この大きな石は浮いているんだよ」との説明に「えっ!!こん
なに大きな石が浮くの!?」とおどろきのようすでした。
　ビデオ鑑賞の次は模型を使って土石流や地すべりを再現。土石流、地すべり
のしくみやそれらを防ぐえん堤などのしくみ、また、衛星を使って地すべりを
監視していることなどの説明には、みんなしっかり耳をかたむけ熱心にきいて
いました。

★魚の放流・桜の植樹
　青木川でカジカとアマゴの稚魚を放流。
　カジカ250匹とアマゴ250匹をみんなでわけて、一人一人小さな
バケツで川へ放しました。「また会おうね！」

　大鹿小学校近くの小渋川堤防にオオヤマザクラを植樹。
　汗だくになりながら、小さなスコップで穴を掘り、「大きくなっ
てね！」と願いをこめて桜の苗をうえました。

★大河原砂防工事現場
　現在工事をしている現場へ行き、どんな機械が使われているか見学しました。
　ここでは実際に大型の建設機械に乗り込み、操作を体験しました。自分の操
作で大きな機械が動き出すときにはみんな大興奮!!
　機械に乗った後は、測量に使うトランシット(光波)による「目標までの距離
当てゲーム」で楽しみながら、測量機器の用途や機能について学びました。

菅沼真由さん

　魚の放流やさくらを植えるのが楽しかったです。魚ももっと
増えて欲しいし、桜もきれいに咲いて欲しいです。後、地すべ
りや土石流などが無い安全な村になってほしいと思います。
畠山菜野花さん

　砂防ダム見学で三六さいがいはとっても大変だったことがわ
かってびっくりしました。それから魚の放流もしました。大き
くなって卵をうんでどんどんふえていってほしいです。
後藤優香さん

　魚の放流をして石の所に隠れていた魚もいたけれど、早く大
きくなって欲しいです。三六さいがいのビデオを見ておじいさ
ん、おばあさんがとても大変だったことがわかって良かったで
す。石が落ちて来ないように工事をしている事がわかって良
かったです。
小島　由さん

　砂防ダム見学で砂防ステーションの所で三六さいがいで石
や、岩が崩れているビデオを見て岩が水の上を浮かんでいたの
でびっくりしました。桜の木をうえて今水をやっています。早
く大きくなってほしいです。
入江翔太郎くん

　ぼくは砂防ダム見学に行って三六さいがいはどんなにすごい
さいがいだったのかわかりました。魚の放流もしました。とっ
ても楽しかったです。ぼくの住んでいる所を工事してくれてい
ることがわかってとてもうれしかったです。
坂山優衣さん

　私は大協建設は仕事などこうじをした後にこうじをした場所
をそのままにするのかな、と思ったけど自ぜんをもどしてあげ
てすごいと思いました。三六さいがいの大変さもしっかり教わ
り大人になったら大協建設の人になりたいと思いました。
菅沼沙耶さん

　私は砂防ダム見学でアマゴとカジカの放流をしたので、大鹿
村の川が魚でいっぱいになるといいです。三六さいがいの事で
は石がうかんだと聞いてびっくりしたし、大変な事がわかりま
した。
木間和文くん

　ぼくは砂防ダム見学をして地すべりのことや三六さいがいの
事を聞きました。地すべりなんて聞いた事がありませんでし
た。もけいでもせつめいしてもらって楽しかったです。地すべ
りのことが良くわかったのでとてもうれしかったです。

大鹿小学校　4年生 ●カジカ
　日本では、北海道の石狩川水域から、九州の球磨川に至るま
での各地に分布している。
　河川の中流以上のやや流れの速い所に生息し、体長は12cm前
後になる。

●アマゴ
　主に神奈川県以西の本州太平洋側と四国全域、九州瀬戸内海
側だったそうですが、最近では日本海側の本州各河川にも生息
している。体長は2年で30cmくらいになる。

●オオヤマザクラ
　日本列島の北半部に多く分布する。成葉の裏面が白色を帯び
るのが特徴。

　私どもは、小渋川と青木川の合流部付近におい
て、河床を保護するブロックの製作設置と護岸法面
の張芝を施工しております。工期までの間、安全に
工事を進めて参りたいと思います。工事のことで気
付いたことなどありましたら気軽に声をかけてくだ
さい。

　　　　株式会社　伊原工務店
　　　　大河原作業所    TEL　0265-39-1075
　　　　現場代理人　　近藤　貴臣

　毎年6月を「土砂災害防止月間」として、防災知識の普及や広報活動の推進などの取り組みを実施しています。「大河原砂防現場見学会」
は、そのような取り組みの一環として土砂災害に関する子供たちの理解や関心を深めることを目的とした活動です。今回、大河原砂防工事連
絡協議会で、魚の放流や桜の植樹などを協力させていただきました。


